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鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 気象グループ（気象研究所）㻌  
鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
気象グループ（気象研究所・防災科学技術研究所・東北大学・東京大学・名古屋大学）㻌  
１．豪雨の概要と気象庁の対応 
  栃木北部で最大600mm以上/48h  鬼怒川の堤防が決壊 
      
   
  期間中に3150個の積乱雲群が発生し、その63％は山地で出現 
２．豪雨の発生要因 
  ・南東海上から暖湿な空気が継続的に流入 
  ・上空に強い南風、上空が湿潤 
    複数の線状降水帯が発生  帯状の降水域 
      
３．豪雨の24時間降水量予測結果と予測可能性 
 メソモデル：8日21時初期値（39h前）から300～500mmを予想 
  初期値によって予測場所・雨量にバラつきあり 
 全球モデル：7日9時初期値（3日前）から100mm以上を予想    
  量的予測はできないが、線状降水帯の発生の可能性を示唆 
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今市に大雨をもたらした 
























































鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 気象グループ（気象研究所）㻌  























鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 気象グループ（気象研究所）㻌  
大気下層と上空の大気状態 
9日18時 9日21時 10日0時 
g g g 
南東風による下層暖湿流の流入が継続 


































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   










鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 気象グループ（気象研究所）㻌  
←400mm ←504mm ←512mm 
383mm 336mm 
447mm 
8日21時(T=39) 9日0時(T=36) 9日3時(T=33) 9日6時(T=30) 9日9時(T=27) 9日12時(T=24) 
24時間積算降水量予測と線状降水帯発生条件 
6日21時(T=87) 7日9時(T=75) 7日21時(T=63) 8日9時(T=51) 8日21時(T=39) 9日9時(T=27) 
←17mm 
←112mm ←136mm ←148mm 
124mm 139mm 




















㻌 㻌   →台風18号が弱まり、下層水蒸気の流入も弱まることが原因と思われる。 
鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 気象グループ（東京大学大気海洋研究所）㻌  
平成27年9月関東・東北豪雨における上層トラフの影響 






























































9月9日21JST  9月10日09JST  9月10日21JST  
鬼怒川突発災害（科研費㻌 特別研究促進費）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 気象グループ（東北大学）㻌  
台風17号、18号の連携によって形成された降水帯 
１．宮城の中央部に帯状の強い降水、成瀬川 
㻌 㻌 支流で堤防が決壊し大きな災害となった。 
２．宮城の場合も線状降水帯発現の要件は 














































































































24h 36h 48h 60h
72h 1day 2day 3day









Gumbel by 2014 GEV by 2014

































































流出（ダム流入）：9/9 18時頃に約300 m3/s 
(流出高： 10 mm/h)に達し、6時間ほぼ一定
湯西川ダム流入量
降雨: 9/9 6時から14時まで約10 mm/hの
降雨が8時間継続する
流出(ダム流入): 9/9 11時に約250 m3/s 
(流出高： 5 mm/h)に達し、4時間ほぼ一定
川俣ダム流入量



















































































































































































































2014Sep. 13 -2015 Feb. 14
(154 日間): 4cm沈下












































































































































































































































































































































































9/9/2015 12:00 9/10/2015 0:00 9/10/2015 12:00 9/11/2015 0:00 9/11/2015 12:00
流量観測データ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氾濫平野 32.6 26.3 2.00
⾃然堤防 19.7 13.1 1.03
旧河道 3.5 2.0 1.38
その他 1.0 0.6 1.18






















9/10 18:00 9/11 10:00 9/11 13:00






































16コア、Xeon CPU E5-2670 (2.6GHz)（市販最速）
48時間シミュレーションに約93時間かかる
京コンピュータ 960 CPUs (30×32領域分割）, 
























































































































































































































































































































































































































































































































































東京⼤学 ⽥中 淳 ：情報伝達に関する調査




































• 環境面：スペース的な狭さ / 安全安心課との物理的隔離．
• 情報面：情報ツールの貧弱さ / 情報集約・分析担当の不在．
• 運営面：庁議の延長上で対応 / 機能分担ないまま「全員対応」．
























































































































































































































































































































































































田口仁, 李泰榮, 水井良暢, 佐野浩彬, 臼田裕一郎, （2016）「災害ボランティアセンターにおける
地理空間情報の利活用方法の提案：被災地支援事例を通じて」, 災害情報（日本災害情報学会
誌）, No. 14, pp.116-127 （※査読あり）
防災科学技術研究所 田口仁
作成した地図レイヤと利活用した時
間フェーズの線表（例）
常総市役所と災害VCの地図の作成、
共有、出力状況のフロー図（例）
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まとめ
• 常総市地域防災計画には内容的不備が
あったほか，職員に十分に周知徹底され
ていなかった．
• 同市災害対策本部は，環境面，情報面，
運営面等の課題が重なったことにより効
率的に機能しなかった．
• 同市安全安心課は，情報や電話対応の
過集中により，災害対策本部の事務局機
能を果たせなかった．
• 関東・東北豪雨の死者数（8人）は，特筆
するほど多くはなく，鬼怒川の破堤氾濫
に起因する犠牲者は最大2人．
• 非高齢者の比率がやや高く，本事例に固
有の特徴である可能性あり．
• 氾濫破堤による浸水でも，家屋流出に至
るほどでない浸水範囲では，犠牲者はほ
とんど生じていない．
• 特別警報は行政の体制整備に効果を持ち，
河川管理者のホットラインは意思決定に有
効に機能していた．
• 大河川と中小河川とを合わせた総合的な
判断が求められ，水位の実況・予測に関し
て高度な共有が必要．
• 沿岸市民に対しては，災害の進展過程に
関する知識形成を図っていくことが求めら
れる．
• 災害ボランティアセンターが住民の支援
ニーズを拾いきれていない．
• ボランティア登録やオリエンテーションなど
に情報システムやSNS等が十分に活用さ
れていない．
• 災害ボランティアセンター運営に当たって
は「情報マネジメント」を意識する必要があ
る．
明らかになった課題：「情報マネジメント」を意識
した災害ボランティアセンター運営の必要性
• 災害ボランティアセンター運営のための情報マネジメント
– 手順書の作り込み不足
– 複数のフォームがあり混乱
• 災害ボランティアセンターからの情報発信
– 被災情報の発信と被災者のプラバシーの兼ね合い
– 支援者に情報を届けるための、ホームページとSNSの使い分け
• 行政との情報連携
– 行政と災害ボランティアセンターの情報連携が不十分
– 行政内部の情報統制の混乱
• 被災者の支援ニーズの獲得
– 災害ボランティアセンターが住民の支援ニーズを拾いきれていない
– 支援ニーズとボランティアのマッチングが不十分
• 情報システム・情報インフラ
– 普段使っていない情報システムは災害時には使えない
– 避難所の固定電話に発信制限がかかっており使えない
– ボランティア登録やオリエンテーションなどに情報システム・SNSなどが十分に活用できていない
– 支援スタッフが頻繁に入れ替わる状況では情報システムの導入コストが大きい
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平成27年9月関東・東北豪雨の災害タイムライン統合閲覧システムの開発
気象
ダム
河川
氾濫
行政
まとめ
①豪⾬発⽣の状況
②降⾬の予測（⾬量分布）
③降⾬の予測（アメダス⾬量）
①上流４ダムの操作状況
③（ダ ム）ダムの洪⽔調節効果
①洪⽔規模
②観測所⽔位の状況
④（氾濫）溢⽔・決壊の位置
①氾濫解析シミュレーション
⑥（氾濫）推定浸⽔の範囲
①避難情報
①（気象）豪⾬の発⽣要因
②（気象）豪⾬の予測可能性
⑤（氾濫）堤防決壊のプロセス
⑧（被害）堤防決壊動画
⑦（被害）氾濫地点空撮写真
サブメニュー
平成27年9⽉関東・東北豪⾬
提供：国土交通省関東地方整備局
降雨によって，着々と進んでいく，
「災害を引き起こす自然の仕組み」と
情報の関係をわかりやすく示す
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